
役が任命されている間， 辞令ーを用いないで物品出納長となる。

物品出納長は， 物品事務を処理する会計繊闘のうちの命令抵普段!

と して ， つぎのような命令行為を担当する。

(1) 受入命令および受入命令書 物品出納長は購入， 振替購

入，保管転換等の手続にもとづいて物品の'変入れを必要と秘め

る泌合は， 主としてっき.の書類になっ印をすることにより ， 所

属の物品出納役に対して受入命令をする。ア 納品脅イ 発

生品受入以 UFI または摘発) ウ 物品送付岱(丁) エ 特殊受

十ム以。

(2) 払:1\命令および払出命令古 物品出納長は保管転換，探

替手絞， 売却等の手続にもとづいて物品の払出しを必要と認め

る場合は，主としてっき.の告書買になっ印をすることにより ， 所

属の物品出納役に対して払出命令をする。ア 保転業イ 工

事用品使用報告古ゥ 引波完IE使用報告怨 エ 配給緊オ

特殊受払YJi カ 亡失(損傷)報告自 (決~?:品関係) キ 売却払

出命令出。

物品出納長は物品の会計磁|其lの一部マあるが，物品出納職員

ではなし、から ， その錯誤の命令によ って国鉄に損容を与えたと

しても . H.l留の弁償責任を負担することはな く ，総裁に対する

紋務執行上の貨任を負担するに過ぎない。

2 分任出納長 物品出納長の分任機関であって，物品出納

長の職務のうちでも 11~務規程等の定めにより，定例事項として

認められているものについて物品出納長にかわり ， 所属の物品

出納役に対して命令権を行使する権限を総裁から与えられてい

る者をいう。任命形式およびn任については物品出納長の場合

と同検である。

3 物品出納役 物品の会計 機関中執行系統に属する滋l鈎で

あ って，物品の出納および保管に限]する ll~務を担当する者をい

う。任命 ]I~式については， 事務規程の日IJ表第 1 号表の Wi考の定

めるとこ ろに よれば， 同表の物品 tU納役らんに掲げられている

もののうち，用品目t長， 工場用 品J!li長，用品廊の支障長および

鉱業所の資材秘長補佐については， その殺の任命を受けること

によって同時に物品出納役となるが， その他の者についてはそ

の者に対し， 任免権を行使する者(以下任免権者ーという)から，

辞令を も って物♂，出納役の任命がなされることを必要とする。

物品出納役は， 所属する会計機関の物品出納長， または分任 li1

納長(以下lJiに物品出納長という)の出納命令により ，物品の受

入れまたは払出しの手続を行うもの主し， 物品出納役が物品の

受入れをしたときは， 物品出納長からの払出命令により，その

物品の払出しをするまでの!日lについて保管の義務を負う 。物品

出納役は物品の保管をする場合は， 物品の自在Jl.l!区分の定めによ

り，それぞれIt1' i 主品出納得， 交付材料品納鱒， 工場予備品原簿，

首Iì品 bZ鈎等の帳簿を備えて出納の事突を主主記し， つねにその現

況を IYl らかにしておくことを必嬰とし，物品の保管中にその物

品を亡失または損傷した場合は， 故意または重大な過失による

ときは弁償の貨を負う。この保管i主任については， 物品仕i納長

の払出命令によっ て物品出納役の保有 している帳簿に払出 しの

登記を しても ， イ也の物品出納戦員に引縦ぎその領収告を受領す

るまでの附は，なお存続するものとし，また物品出納役の交代

(物品出納役の職にある者の勤務に異動があるときは， その発

令 と 1百iJ I時に物品出納役の交代 と なる)が行われても交代者間で

保管物品の5 1縦がなされるまでの聞は ÍJÍ]任者に存絞する。

4 代理物品出納役 物品出納役に休戦 ・ 死亡その他の事故

が為る場合に，物品出納役の休戦期IHJ または後任者が着任する

までの聞について，任命権者ーから物品出納役の業務を代行する

者と して任命された者をいう。代理物品出納役の任命を受けた

~: っびんのか

者は， 物品出納役の交代と同様に前任者から保管物品の事|継を

受けるものとし， 前任者が死亡等のために前任者から引継を受

けることができない場合は， 物品出納長またはその委任を受け

た者の立会を求めて引継魯類の確認を受けるものとし，物品出

納役の後任者に保管物品の引継をするまでの1聞は物品出納役と

同様の職貨を来たすものとする。

5 物品出納員 物品出納役の指輝監督を受け， 物品の出納

および保管に関する事務を分掌する者をいう . 任命形式につい

ては. ll~務規程の 7J IJ表第 1 号表の備考の定めると ころによれば，

同表の物品出納員らんに掲げられているものの うち，駅・ 所 ・

場 ・ 区 ・ 室 ・ 言葉 ・ 連絡船 ・ さん橋 ・ 支障の長およひ.派出所の助

役ならびに工事担当者(特定の工事についての工事資任者をい

う)中迎絡船船長， さん総長， 工場の職場長， 鉱業所の坑長，

同職場長， 現業担量闘の助役(事務を除く ) および同各分区長はそ

の殺の任命を受ける こ とによ っ て同時に物品出納品となるが，

その他の者については任免権者が辞令をも って ， 物品出納員の

任命がなされることを必裂とする。 職責については， 物品出納

員が物品出納役の分掌:担割闘である性賃上， 物品出納役のそれと

同様であるが，その出納状況を記録する帳簿は， 物品の整理区

分の定めにより ， 備品保管簿， 予備品受払架および物品受払簿

を使用する。

以上は国鉄における物品の会計後関の一環である物品出納職

員に関する級裂であるが，物品出納長と物品出納税負のうちの

物品出納役との関係は，以上に説明したように. 1 つの会計滋

関内における命令後関と執行話器開とのけん制組織を御成する も

のであるから， 同一人がこの丙職を兼務することは認めていな

い。(大西照夫)

ぶっ びんのかんさ 物品の監査 (国鉄の) 物品~ii査の目的は，

終局的には物品業務の能率向上を目途としてその適正な運営を

はかるにあるが， 直接的には物品事務担当者の事務処理上の不

正を防止し， また不当処理の絶滅を期する ， いわゆる業務指導

を通じての事故防止的な意味と， さ らに 1 歩進んで組織や制度，

通達等が来たして笑ftfにそ ったものか ど うか，すなわち事故発

生の原因を追究することによ っ て， 事務担当者のj，'(に帰する こ

とが明らかに不当と思われるよう な制度上の欠陥の有無につい

て調査し，その是正改善の方策について究明すると と もに，そ

れぞれの関係部門に対して提案する とい う ， いわゆる助言者的

な意味をもっている。

l 物品監査の治革

物品'*"-査は国鉄が公共企業 f* として発足後 2 年を経過した昭

和 26 ・ 10. 鉄道i物品監査施行制11則の制定を僚 と して本絡的にス

ター ト したが， 公企体発足の初期lにおいては物品監査の実行業

務は， 現物品監査員の前身である物品事故係が担当していたが，

定員もわずか数名で， その機能を十分に来たすこ と は困難であ

った。その後国鉄企業の巡営に皇室する資材消費量も年々治加の

一途をたどり ， 圏内の図欽企業における物品取扱制度のあり 方

についての関心が高ま るに伴な っ て ， その運営の適否について

も当然注目されると ころとな り ， 部内的には観雑な後将軍内にあ

っ て，巡営上の非能率を反省するための 自衛上の嬰íi\'!から物品

監査としての任務の重姿性が加重され， その肱充強化をはかる

こととな っ た。

物品監査は物品監査施行細目IJ (昭和 26 ・ 1 0 ・ 25 rt計第 4 .344号)

の定めるところに より， その活動領域が制限されているが，そ

の基本規訟は鉄道物品事務規程であり，同規程割H3 条に定め

る物品監査の越本条項にもとづく ものである。

2 物品監査の方針




